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衛
生
士
に
な
っ
た
気
分
で
嬉
し
そ
う

に
笑
う
わ
が
子
を
母
親
ら
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
記
念
撮
影
し
て
い

た
。
衛
生
学
院
生
と
大
学
院
第
１
学

年
の
倉
科
勇
太
研
修
歯
科
医
、
酒
井

聡
美
診
療
助
手
、
中
野
翔
太
郎
研
修

歯
科
医
、
羽
鳥 

遼
研
修
歯
科
医
ら

は
、
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
笑

顔
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
。

　

ブ
ー
ス
を
統
括
し
た
宇
田
川
信
之

歯
学
部
長
は
、「
子
育
て
家
族
が
子

ど
も
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
強
く

認
識
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し

た
。
今
回
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
松
本
歯
科
大
学
が
地
域
の
皆
さ

ま
と
共
に
歩
ん
で
い
く
た
め
に
も
、

今
後
も
交
流
活
動
を
活
発
に
行
っ
て

い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

マ
マ
フ
ェ
ス
は
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
で

も
安
心
し
て
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多

数
揃
う
人
気
イ
ベ
ン
ト
。
信
毎
メ
デ
ィ
ア

ガ
ー
デ
ン
の
３
階
に
設
け
た
本
学
ブ
ー
ス
に

は
午
前
10
時
の
開
始
時
刻
前
か
ら
大
勢
の
親

子
連
れ
が
訪
れ
、
衛
生
学
院
生
ら
が
整
理
券

を
配
付
し
て
案
内
し
た
。

　

小
児
歯
科
学
講
座
の
中
村
浩
志
准
教
授
と

口
腔
生
化
学
講
座
の
中
村
美
ど
り
准
教
授

（
共
に
日
本
小
児
歯
科
学
会
専
門
医
・
指
導

医
）
は
、
無
料
歯
科
検
診
で
子
ど
も
た
ち
の

口
腔
内
診
査
を
行
い
、
希
望
者
に
は
母
子
手

帳
に
検
診
内
容
を
記
載
し
て
保
護
者
か
ら
の

質
問
に
答
え
た
。
歯
科
検
診
を
受
け
た
参
加

者
に
は
株
式
会
社
モ
リ
タ
提
供
の
フ
ッ
素
配

合
ジ
ェ
ル
や
、
松
本
歯
科
大
学
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
解
説
入
り
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
歯
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

西
窪
結
香
歯
科
衛
生
士
長
と
藤
沢
汐

里
歯
科
衛
生
士
が
子
ど
も
た
ち
に
や

さ
し
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
な
が
ら
、

保
護
者
に
仕
上
げ
磨
き
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
た
。
ま
た
、

歯
科
矯
正
学
講
座
の
川
原
良
美
講

師
、荒
井 

敦
講
師
、土
屋
恵
子
助
教
、

加
藤
大
樹
診
療
助
手
、
津
村
智
信
非

常
勤
歯
科
医
師
ら
は
、
子
ど
も
の
口

腔
内
を
確
認
し
な
が
ら
歯
並
び
や
噛

み
合
わ
せ
の
相
談
に
応
じ
、
あ
わ
せ

て
本
学
病
院
を
受
診
す
る
際
の
手
順

な
ど
を
説
明
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
サ
イ
ズ
の
白
衣
や
ナ
ー
ス

キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
で
き
る
無
料
フ
ォ

ト
ブ
ー
ス
で
は
、
歯
科
医
師
や
歯
科

　

子
育
て
中
の
母
親
が
集
い
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
や
学
び
を
体
験
で
き
る
親
子
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
「
マ
マ
フ
ェ
ス
ま
つ
も
と
２
０
１
９
」
が
６
月
29
日
（
土
）、
松
本
市

の
信
毎
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
市
内
４
会
場
で
開
催
さ
れ
、
本
学
も
ブ
ー
ス
参
加

し
た
。
教
員
や
大
学
院
生
、
衛
生
学
院
第
２
学
年
生
ら
が
無
料
歯
科
検
診
や
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
、
歯
科
矯
正
相
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
キ
ッ
ズ
白
衣
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
り
、
シ
ー
ル
や
風
船
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
約
２
５
０
組
の
親
子
連
れ
を

楽
し
ま
せ
な
が
ら
、
歯
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
本
学
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

６
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）
の

両
日
、
本
学
弓
道
部
は
塩
尻
市
弓
道

場
に
て「
岐
松
鶴
戦
」を
行
い
ま
し
た
。

岐
松
鶴
戦
と
は
１
９
７
７
（
昭
和
52
）

年
か
ら
42
年
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

て
い
る
朝
日
大
学
（
旧
称
・
岐
阜
歯

科
大
学
）、
松
本
歯
科
大
学
、
鶴
見

大
学
の
弓
道
部
に
よ
る
三
校
練
習
試

合
で
す
。
本
年
度
は
本
学
と
朝
日
大

学
の
２
校
、
総
勢
50
人
近
く
の
学
生

が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
親
睦
会
を
催
し
、
参
加

校
の
新
入
部
員
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
現
役
部
員
だ
け
で
な
く
両

校
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方
も
お
越

し
に
な
り
、
各
校
の
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
２
日
目
は
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
試
合
が
開
始
す
る

こ
ろ
に
は
晴
れ
間
が
広
が
り
、
天
候

に
恵
ま
れ
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

弓
道
は
一
般
的
に
個
人
競
技
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
団
体
戦
が
競
技

の
中
心
で
す
。
３
人
１
チ
ー
ム
ま
た

は
５
人
１
チ
ー
ム
と
し
、
１
人
４
射

で
各
チ
ー
ム
の
総
的
中
数
を
競
い
合

い
ま
す
。
今
回
の
試
合
で
は
３
人
１

チ
ー
ム
、
計
36
射
の
総
的
中
数
を
競

い
合
う
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団

体
戦
は
接
戦
の
末
、
本
学
の
第
３
学

年
男
子
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
が
優

勝
。
個
人
戦
で
は
女
子
個
人
２
位
、

男
子
新
人
賞
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

　

弓
道
部
は
本
学
建
学
時
に
創
部
さ

れ
た
同
好
会
を
起
源
と
す
る
歴
史
あ

る
部
活
で
す
。
他
大
学
と
の
交
流
や

試
合
へ
の
参
加
も
活
発
に
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
６
月
、
７
月
に
か
け
て

岐
松
鶴
戦
や
愛
知
学
院
大
学
、
朝
日

大
学
と
の
練
習
試
合
で
あ
る
中
部
三

校
戦
を
開
催
し
、
夏
の
全
日
本
歯
科

学
生
総
合
体
育
大
会
弓
道
部
門
、
秋

の
東
海
医
歯
薬
学
生
弓
道
大
会
に
向

け
て
日
々
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。

弓
道
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

（
弓
道
部
主
将　

第
３
学
年　

佐
野
浩
之
）

岐
松
鶴
戦
に
参
加
し
た
弓
道
部
員
た
ち

歯並びや噛み合わせの相談コーナーで親子に応対する荒井講師

白衣とキャップ姿で記念撮影する女の子

る
こ
と
」
に
も
一
生
懸
命
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回
初

め
て
講
義
と
い
う
形
で
開
催
し
た
。

　

神
谷
先
生
は
、
手
軽
な
が
ら
人
間

に
必
要
な
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
る
卵
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
加
熱

時
間
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
の
吸
収

の
効
果
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
や
、

消
化
吸
収
に
か
か
る
時
間
の
違
い
な

　

病
院
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、

６
月
20
日（
木
）と
27
日（
木
）に「
健

康
づ
く
り
に
必
要
な
お
話 

―
健
康

づ
く
り
は
運
動
だ
け
じ
ゃ
な
い
―
」

を
テ
ー
マ
に
初
め
て
講
義
の
教
室
を

開
催
し
、
本
学
病
院
内
科
医
師
の
神

谷 

仁
先
生
に
お
話
し
し
て
い
た
だ

い
た
。
運
動
を
中
心
と
し
た
少
人
数

制
の
教
室
は
以
前
か
ら
行
っ
て
き
た

が
、
健
康
は
「
運
動
・
栄
養
・
休
養
」

の
３
つ
か
ら
つ
く
ら
れ
る
と
考
え
て

お
り
、「
運
動
」
と
「
食
べ
る
こ
と
」、

そ
し
て
「
寝
る
こ
と
」
の
バ
ラ
ン
ス

が
重
要
と
な
る
。
運
動
す
る
人
は
、

運
動
と
同
様
に「
食
べ
る
こ
と
」「
寝

病
院
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
講
義
ス
タ
イ
ル
の
教
室
を
初
開
催

内
科
医
師
・
神
谷 

仁
先
生
が
必
要
な
栄
養
素
や
タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い
て
解
説

ど
、
効
率
的
に
栄
養
補
給
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
具
体
的
な
活
用
法
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
卵
は
体
に
良
い
か
ら

と
毎
朝
食
べ
て
い
る
が
、
調
理
方
法

な
ど
を
気
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
今
後
の
生
活
に
役
立
て
た
い
」

と
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

講
義
で
は
、
医
師
に
直
接
尋
ね
る

こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ
て
積
極
的
に

質
問
の
手
が
上
が
り
、
参
加
者
に
と

っ
て
実
り
あ
る
時
間
と
な
っ
た
。

　

食
べ
る
こ
と
は
健
康
づ
く
り
や
生

活
の
質
を
高
め
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

運
動
効
果
を
高
め
た
り
、
調
子
を
整

え
た
り
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
も
定
期
的
に
講
義
を
開
催
し
、

健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
。

（
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー　

健
康
運
動
指
導
士　

碓
井
秀
紀
）

弓道部が
伝統の 「岐松鶴戦」 大健闘

男子団体戦 優勝
女子個人戦 ２位

講義をする神谷先生

無料歯科検診で口腔内診査を行う中村（浩）准教授と母親からの質問に答える中村（美）准教授（手前）

母と子に楽しく歯の大切さＰＲ
「
マ
マ
フ
ェ
ス
ま
つ
も
と
２
０
１
９
」
に
参
加

歯
科
検
診
・
歯
科
矯
正
相
談
・
歯
磨
き
指
導
を
実
施



Campus Today� No. 427, August 1, 2019／page 2

　

魔
女
キ
ル
ケ
に
別
れ
を
告
げ
、
再

び
故
郷
イ
タ
ケ
を
め
ざ
し
て
出
帆
し

た
オ
デ
ッ
セ
ウ
ス
た
ち
は
、
セ
イ
レ

ー
ン
の
島
に
さ
し
か
か
っ
た
。
こ
こ

に
は
上
半
身
は
女
性
だ
が
、
下
半
身

は
鳥
の
姿
の
怪
物
が
い
て
、
船
が
通

り
か
か
る
と
美
し
い
歌
声
で
人
間
を

惑
わ
し
、
岩
礁
に
招
き
寄
せ
て
難
破

さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
無
事
に
通

過
で
き
た
者
は
皆
無
で
あ
り
、
彼
女

ら
の
餌
食
と
な
っ
た
人
の
骨
が
山
を

な
し
て
い
た
と
い
う
。

　

キ
ル
ケ
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
オ

デ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
部
下
た
ち
全
員
に

蜜
蝋
で
耳
栓
を
さ
せ
た
が
、
自
分
一

人
だ
け
は
セ
イ
レ
ー
ン
の
歌
を
聞
い

て
み
よ
う
と
、
耳
栓
を
せ
ず
に
帆
柱

に
厳
重
に
縛
り
付
け
さ
せ
た
。
や
が

て
彼
は
歌
声
に
惑
わ
さ
れ
て
、
緊
縛

を
解
こ
う
と
暴
れ
出
し
た
が
、
そ
の

間
も
部
下
た
ち
は
構
わ
ず
に
全
力
で

漕
い
で
い
た
の
で
、
こ
の
恐
る
べ
き

難
所
を
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

歌
声
を
聞
い
て
も
生
き
な
が
ら
え

た
人
間
が
現
れ
た
ら
死
ぬ
運
命
と
な

っ
て
い
た
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
は
、
海

に
身
を
投
げ
て
最
期
を
遂
げ
た
。
ち

な
み
に
、
こ
の
怪
物
が
英
語
の
「
サ

イ
レ
ン
」
の
語
源
で
あ
る
。

　

次
に
は
メ
ッ
シ
ー
ナ
海
峡
（
イ
タ

リ
ア
本
土
と
シ
チ
リ
ア
島
の
間
の
狭

い
海
峡
、
こ
こ
は
現
代
で
も
激
し
い

渦
と
潮
流
の
速
さ
で
知
ら
れ
る
航
海

上
の
難
所
と
な
っ
て
い
る
）
を
通
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ

こ
に
も
カ
リ
ュ
ブ
デ
ス
と
ス
キ
ュ
ラ

と
い
う
怪
物
が
い
た
。
前

者
は
食
事
の
た
め
に
一
日

に
三
度
、
巨
大
な
渦
を
作

っ
て
大
量
の
海
水
を
飲
み

込
み
、
次
い
で
吐
き
出
す

女
怪
で
、
船
が
こ
れ
に
出

会
え
ば
ひ
と
た
ま
り
も
な

い
。
キ
ル
ケ
か
ら
あ
ら
か

じ
め
教
え
ら
れ
て
い
た
の

で
、
渦
潮
の
轟
音
に
注
意

し
て
こ
ち
ら
の
難
は
避
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
狭
い
海
峡
の
岩
壁
の
上

か
ら
突
如
襲
っ
て
き
た
ス
キ
ュ
ラ
は
、

６
本
の
長
い
首
を
伸
ば
し
て
、
６
人

の
乗
組
員
を
口
に
く
わ
え
、
あ
っ
と

い
う
間
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
も
、
よ
う

や
く
難
所
を
抜
け
た
一
行
は
、
ト
リ

ナ
キ
エ
島
に
辿
り
着
い
た
。
数
多
く

の
牛
や
羊
が
草
を
食
ん
で
い
る
平
和

な
島
で
あ
っ
た
。「
こ
の
島
に
は
上

陸
す
る
な
」
と
キ
ル
ケ
か
ら
警
告
さ

れ
て
い
た
の
だ
が
、
疲
れ
切
っ
た
部

下
た
ち
を
抑
え
き
れ
な
か
っ
た
。

　

上
陸
し
た
彼
ら
は
空
腹
に
も
耐
え

ら
れ
な
く
な
り
、
オ
デ
ッ
セ
ウ
ス
が

熟
睡
し
た
隙
に
禁
を
破
っ
て
牛
を
捕

ら
え
、
焼
肉
大
会
を
始
め
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
島
は
太
陽
神
ヘ
リ
オ
ス

の
放
牧
場
だ
っ
た
か
ら
、
大
変
な
こ

と
に
な
る
。
神
の
怒
り
が
爆
発
し
て

大
雷
雨
と
な
り
、
慌
て
て
逃
げ
込
ん

だ
船
も
暴
風
に
メ
ッ
シ
ー
ナ
海
峡
に

ま
で
吹
き
戻
さ
れ
て
、
あ
の
カ
リ
ュ

ブ
デ
ス
の
大
渦
に
飲
み
込
ま
れ
る
始

末
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
船
は
ば
ら

ば
ら
に
砕
け
、
オ
デ
ッ
セ
ウ
ス
は
た

っ
た
一
人
で
木
切
れ
に
す
が
っ
て
大

海
原
を
漂
流
し
た
。（
つ
づ
く
）

�

（
笠
原　

浩
）

名
画
で
楽
し
む
ギ
リ
シ
ア
神
話
〈
28
〉

オ
デ
ッ
セ
イ
ア
④

図 1 John W. Waterhouse：オデッセウスとセイレーンたち

図 2 Alessandro Allori：スキュラとカリュブデス

2 日間で 360 個以上の指の複製を作製

まつもと広域ものづくりフェアに学生が参加

　

７
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

の
両
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ま
つ
も
と

広
域
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
に
本
学

歯
学
部
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

し
た
。
同
フ
ェ
ア
は
子
ど
も
た
ち
に

も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、
松
本
市
や
塩
尻

小児歯科学講座同門会
定期総会および勉強会を開催
小児歯科学講座・中村浩志准教授が講演

　

梅
雨
入
り
し
た
ば
か
り
の
６
月
９

日
（
日
）、
松
本
歯
科
大
学
小
児
歯
科

学
講
座
同
門
会
主
催
の
定
期
総
会
お

よ
び
勉
強
会
が
北
海
道
の
札
幌
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

以
前
よ
り
、
同
門
会
総
会
開
催
時

に
医
局
員
お
よ
び
同
門
会
の
会
員
に

よ
る
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、

２
０
１
８
年
４
月
に
、
こ
の
勉
強
会

が
小
児
歯
科
学
会
専
門
医
制
度
規
則

に
基
づ
き
「
小
児
歯
科
に
関
連
す
る

地
域
単
位
の
研
修
会
」
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
勉
強

会
か
ら
、
参
加
者
は
専
門
医
の
更
新

に
必
要
な
生
涯
研
修
単
位
を
取
得
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
「
今
、
子
供
た
ち
の
歯
を

守
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
本
学

小
児
歯
科
学
講
座
の
中
村
浩
志
准
教

授
が
講
演
を
行
っ
た
。

　

中
村
准
教
授
は
、永
年
に
わ
た
り
、

小
児
の
外
傷
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
外
傷
が
ど
の

よ
う
な
状
況
で
惹
起
さ
れ
て
い
る
の

か
、
外
傷
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
場
面
で
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
が
必
要

な
の
か
と
い
っ
た
詳
細
な
説
明
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
現
在
開
発
中
の
新

規
材
料
を
用
い
た
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の

開
発
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
中
村
准
教
授
よ
り

参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
受
講
証
書
が

手
渡
さ
れ
た
。
今
回
は
開
催
地
が
北

海
道
と
遠
方
な
こ
と
も
あ
り
、
出
席

者
は
15
人
に
留
ま
っ
た
が
、
１
期
生

の
中
野
潤
三
郎
先
生
、
松
田
厚
子
先

生
お
よ
び
山
川
洋
子
先
生
か
ら
35
期

生
の
先
生
ま
で
幅
広
い
出
席
が
あ
っ

た
。

　

次
回
の
第
58
回
日
本
小
児
歯
科
学

会
大
会
は
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
。
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
同
門
会
員
の

特
典
と
も
い
え
る
研
修
の
機
会
を
充

分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
口
腔
生
化
学
講
座　

准
教
授　

中
村
美
ど
り
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

中村准教授（前列中央）を囲んで

木
曜
夕
方
の
開
催
で
演
題
、
参
加
者
数
が
増
加

第
88
回
松
本
歯
科
大
学
学
会
（
総
会
）

　

７
月
４
日
（
木
）、
本
館
６
０
１

教
室
に
て
第
88
回
松
本
歯
科
大
学
学

会
（
総
会
）
を
開
催
し
た
。
今
回
か

ら
開
催
日
時
を
例
会
同
様
に
木
曜
日

の
夕
方
と
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
ま
で

と
比
べ
て
演
題
や
参
加
者
数
が
増
加

し
た
。

　

一
般
演
題
は
７
演
題
で
、
基
礎
研

究
か
ら
臨
床
研
究
ま
で
、
多
岐
に
わ

た
る
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
た
。
筆
頭
発
表
者
も
ベ
テ
ラ
ン
の

教
授
の
先
生
方
か
ら
若
手
教
員
、
歯

学
部
学
生
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

特
に
注
目
を
集
め
た
の
は
歯
学
部
第

３
学
年
の
三
浦
佑
樹
君
と
大
和
明
日

香
さ
ん
で
、
原
稿
を
見
る
こ
と
な
く

研
究
結
果
を
発
表
し
、
質
問
に
も
適

切
に
対
応
し
て
い
た
。
指
導
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
も
敬
意
を
払
い
た
い

と
思
う
。

　

特
別
講
演
で
は
、
講
師
と
し
て
大

阪
大
学
口
腔
生
理
学
教
室
の
加
藤
隆

史
教
授
を
お
招
き
し
、「
睡
眠
時
ブ

ラ
キ
シ
ズ
ム
の
謎
を
解
く
た
め
に
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
本
学

総
合
歯
科
医
学
研
究
所
在
籍
時
の
研

究
か
ら
大
阪
大
学
に
移
籍
後
の
現
在

に
至
る
ま
で
、
多
く
の
研
究
成
果
が

報
告
さ
れ
た
。
睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ

ム
に
関
し
て
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
ま
す
ま
す
の
研
究
の
発
展
と

ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

今
回
の
優
秀
発
表
賞
に
は
、
三
浦

君
が
発
表
し
た
演
題
「
溶
血
性
細
菌

Gem
ella

の
特
性
と
歯
周
疾
患
と
の

表彰状を持つ三浦君（右）と山田研究科長

関
連
性
」
が
選
ば
れ
、
山
田
一
尋
大

学
院
研
究
科
長
か
ら
表
彰
状
と
金
一

封
が
授
与
さ
れ
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
場
係
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
た
歯
科
矯
正
学

講
座
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
松
本
歯
科
大
学
学
会
集
会
幹
事
長　
　
　
　
　

歯
科
麻
酔
学
講
座　

教
授　
　
　
　

澁
谷　

徹
）

市
な
ど
の
企
業
や
教
育
機
関
に
参
加

を
募
っ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
学

も
「
歯
科
材
料
で
指
の
複
製
を
作
っ

て
み
よ
う
」
と
題
し
た
ブ
ー
ス
を
５

年
前
か
ら
出
展
し
続
け
て
い
る
。

　

参
加
し
た
の
は
第
１
学
年
の
大
橋

俊
介
君
、
齊
藤
直
矢
君
、
松
川
真
也

君
、
第
２
学
年
の
青
木
枝
梨
香
さ
ん
、

前
田
風
華
さ
ん
、
水
谷
円
香
さ
ん
、

第
３
学
年
の
網
野
嵩
之
君
、
千
野
文

子
さ
ん
、町
野 

惇
君
、三
浦
佑
樹
君
、

第
４
学
年
の
沢
田
太
一
君
の
計
11
人
。

　

ブ
ー
ス
で
は
本
来
歯
の
型
を
採
る

印
象
材
を
用
い
て
子
ど
も
た
ち
の
指

の
型
を
採
り
、
そ
こ
に
石
膏
を
流
し

込
ん
で
指
の
複
製
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。
実
際
に
出
来
上
が
っ
た

も
の
は
指
紋
ま
で
複
製
さ
れ
て
お
り
、

歯
科
材
料
の
精
密
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
学
生
た
ち
は
こ
の
日
の

た
め
に
印
象
材
や
石
膏
の
扱
い
を
事

前
に
確
認
し
、
特
に
第
１
、２
学
年

生
は
初
め
て
印
象
材
や
石
膏
に
触
れ

る
者
も
多
く
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
練

習
を
繰
り
返
し
た
。

　

当
日
は
印
象
を
説
明
す
る
係
、
印

象
材
を
練
る
係
、
石
膏
を
流
す
係
に

分
か
れ
て
作
業
を
行
っ
た
。
毎
年
好

評
の
本
学
ブ
ー
ス
は
今
年
も
大
盛
況

で
行
列
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、

２
日
間
で
３
６
０
個
以
上
の
指
の
複

製
を
作
製
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、
印
象
材
や
石

膏
の
扱
い
に
上
達
し
た
ば
か
り
か
、

歯
科
材
料
に
関
す
る
質
問
に
丁
寧
に

答
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な

り
、
２
日
間
で
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
同
フ
ェ
ア
に
継
続
し

て
参
加
し
て
き
た
背
景
に
は
、
一
度

経
験
し
た
学
生
が
翌
年
に
後
輩
に
声

を
か
け
、
そ
し
て
新
た
に
経
験
し
た

学
生
が
翌
年
ま
た
後
輩
を
連
れ
て
く

る
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
最
初
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
積
極
的
で
な
い
学
生
も
、

こ
の
２
日
間
を
終
え
る
と
次
の
学
年

に
引
き
継
ご
う
と
い
う
意
識
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
、
実
施
担
当
者
と
し

て
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所　

教
授　

増
田
裕
次
）

子どもの指の型を採る前田さん（左）

　

国
内
ナ
ン
バ
ー
１
を
決
め
る
全
日

本
選
手
権
が
終
了
し
た
。
自
転
車
競

技
の
特
徴
と
し
て
、
各
国
の
選
手
権

で
優
勝
す
る
と
１
年
間
国
旗
を
あ
し

ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ウ
ェ
ア
を
着
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
一
斉
に
１
０
０
人
以

上
が
走
り
出
す
レ
ー
ス
で
も
ひ
と
目

で
誰
が
ど
の
国
で
一
番
強
い
の
か
が

明
確
に
な
る
。
そ
れ
は
名
誉
で
も
あ

り
世
界
選
手
権
と
並
ん
で
最
も
重
要

な
大
会
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
エ
リ
ー
ト
ま
で
各

レ
ー
ス
を
観
て
い
る
が
、
ス
タ
ー
ト

前
か
ら
落
ち
着
か
な
い
選
手
、
緊
張

す
る
選
手
、
開
き
直
っ
て
明
る
い
選

手
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
の
準
備

を
含
め
て
普
段
と
は
違
う
様
子
も
伺

え
る
。
エ
リ
ー
ト
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
や
修
羅
場
を
い
く
つ
も

越
え
て
き
て
い
る
の
で
か
け
る
言
葉

は
少
な
い
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
と
な
る
と

そ
う
は
い
か
な
い
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
な
り
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
し
、
背

中
を
押
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
も

あ
り
、
表
情
と
出
て
く
る
言
葉
を
待

っ
て
か
ら
声
を
か
け
る
。
勝
負
ど
こ

ろ
で
力
を
出
し
切
れ
る
選
手
は
強
い

選
手
が
い
る
中
で
も
ほ
ん
の
ひ
と
握

り
だ
。
そ
の
勝
て
る
選
手
に
な
る
た

め
に
、ま
た
は
勝
ち
続
け
る
た
め
に
、

ど
う
い
っ
た
声
を
か
け
て
い
く
か
を

考
え
る
。
最
近
気
付
い
た
が
勝
て
る

選
手
た
ち
は
自
分
の
意
見
を
皆
の
前

で
は
っ
き
り
と
言
え
る
。
何
の
た
め

に
走
る
の
か
が
ぶ
れ
ず
に
は
っ
き
り

し
て
い
れ
ば
、当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
１
年

だ
が
、
２
０
２
４
年
の
パ
リ
を
走
る

で
あ
ろ
う
彼
ら
の
レ
ー
ス
を
観
て
、

ど
う
育
て
て
高
み
に
上
っ
て
い
く
か

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
す
ば

ら
し
い
レ
ー
ス
で
も
あ
っ
た
。



つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
丁
寧
に

回
答
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

開
業
医
で
ご
経
験
を
積
ま

れ
た
先
生
の
ご
講
演
を
通
し

て
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
の

診
療
へ
の
取
り
組
み
方
、
身

に
つ
け
る
べ
き
基
礎
力
、
そ

し
て
仕
事
に
対
す
る
情
熱
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
実
感
で
き
た
２
日
間

で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ

っ
た
矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長
を

は
じ
め
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
歯
科
衛
生
士
室　

歯
科
衛
生
士
長　

西
窪
結
香
）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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第30回日本老年歯科医学会シンポジウム

歯科保存学講座・吉成伸夫教授が日本歯周病学会代表として講演
　

６
月
６
日
（
木
）
か
ら
８
日
（
土
）
に
か
け

て
、
第
30
回
日
本
老
年
歯
科
医
学
会
が
仙
台
国

際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
歯
科
保
存
学
講
座

の
吉
成
伸
夫
教
授
が
日
本
歯
周
病
学
会
代
表
と

し
て
「
介
護
予
防
と
し
て
の
高
齢
者
へ
の
歯
周

治
療
の
必
要
性
と
口
腔
健
康
管
理
の
中
で
の
位

置
づ
け
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
２
年
に
１
度
の
日
本
老
年

学
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ

り
、
老
年
医
学
系
の
７
学
会
（
日
本

老
年
医
学
会
、
日
本
老
年
社
会
科
学

会
、
日
本
基
礎
老
化
学
会
、
日
本
老

年
歯
科
医
学
会
、
日
本
老
年
精
神
医

学
会
、
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

会
、
日
本
老
年
看
護
学
会
）
の
学
術

大
会
が
合
同
開
催
さ
れ
、
日
本
老
年

歯
科
医
学
会
に
は
約
１
８
０
０
人
、

第
31
回
日
本
老
年
学
会
総
会
全
体
と

し
て
は
約
９
５
０
０
人
の
参
加
者
を

集
め
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
で
は
「
食

べ
る
力
を
支
え
る
老
年
歯
科
医
学
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
特
別
講
演
２

題
、
教
育
講
演
２
題
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
５
題
、指
定
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
題
、

歯
科
衛
生
士
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
題
が

行
わ
れ
、
さ
ら
に
日
本
老
年
学
会
を

構
成
す
る
７
学
会
で
の
合
同
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
14
題
中
10
題
に
日
本
老
年
歯

科
医
学
会
か
ら
演
者
が
選
出
さ
れ
、

他
学
会
と
の
交
流
を
図
り
、
歯
と
口

腔
の
機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
る
よ
う
に
企
画
さ
れ
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
吉
成
教
授
は
日
本

老
年
歯
科
医
学
会
・
日
本
歯
周

病
学
会
・
日
本
障
害
者
歯
科
学

会
・
日
本
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
共
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
口
腔
ケ
ア
か
ら
口

腔
健
康
管
理
へ
」
に
て
、
日
本

歯
周
病
学
会
代
表
演
者
と
し
て

「
介
護
予
防
と
し
て
の
高
齢
者

へ
の
歯
周
治
療
の
必
要
性
と
口

腔
健
康
管
理
の
中
で
の
位
置
づ

け
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
「
口
腔
ケ
ア
」
と
い
う
用
語
が
医

療
、
看
護
、
介
護
だ
け
で
な
く
国
民

生
活
の
広
い
分
野
で
使
用
さ
れ
、
今

や
国
民
用
語
と
し
て
の
地
位
を
獲
得

し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、こ
の「
口

腔
ケ
ア
」
は
職
種
に
よ
っ
て
捉
え
方

が
微
妙
に
異
な
り
、
実
践
の
場
で
は

さ
ら
に
そ
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、

一
部
混
乱
を
生
じ
て
い
る
。
特
に
研

究
現
場
で
は
「
口
腔
ケ
ア
に
よ
る
介

入
」
と
い
っ
て
も
内
容
が
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
そ
の
成
果
に
大
き
な
差
が

生
じ
か
ね
な
い
事
態
が
起
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、
用
語

を
整
理
し
、
臨
床
や
介
護
の
現
場
で

混
乱
し
な
い
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

シリーズ診療部門紹介⑤

小 児 歯 科

病院だより vol.12
　

育
成
期
口
腔
診
療
部
門
の
小
児
歯

科
で
は
子
ど
も
さ
ん
の
発
育
期
に
関

係
す
る
疾
患
、
咬
合
育
成
、
成
長
期

の
歯
な
ら
び
の
治
療
な
ど
を
小
児
歯

科
の
学
識
者
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
５
人
の
歯
科
医
師
と
３
人

の
臨
床
教
授
が
診
療
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
担
当
者
の
７
人
は
一
般
社
団

法
人
小
児
歯
科
学
会
の
専
門
医
指
導

医
の
資
格
も
有
し
て
い
ま
す
。
専
門

医
指
導
医
は
小
児
歯
科
医
療
の
な
お

い
っ
そ
う
の
発
展
と
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
学
会
認
定
の
小
児

歯
科
専
門
医
で
15
年
以
上
の
経
験
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て

お
り
、
専
門
医
指
導
医
に
ふ
さ
わ
し

い
業
績
と
経
験
を
有
す
る
歯
科
医
師

に
な
り
ま
す
。

　

当
科
で
は
そ
れ
ら
の
資
格
を
有
す

る
歯
科
医
師
が
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー

ト
が
施
さ
れ
た
や
さ
し
い
雰
囲
気
の

診
療
室
で
治
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
が
、
一
般
的
な
子
ど
も
さ
ん
の
齲

蝕
予
防
や
治
療
の
み
な
ら
ず
、
病
気

を
持
つ
子
ど
も
の
歯
科
治
療
や
開
業

医
か
ら
の
紹
介
患
者
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
大
学
病
院
と
し
て
の
特
殊
性

を
利
用
し
た
全
身
麻
酔
下
で
の
歯
科

治
療
は
、
齲
蝕
が
減
少
し
て
い
る
昨

ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
が
施
さ
れ
た
診
療
室

全
身
麻
酔
下
で
の
歯
科
治
療

今
で
も
実
施
症
例
が
増
加
し
て
お

り
、
子
ど
も
さ
ん
に
歯
科
治
療
の
ス

ト
レ
ス
を
加
え
る
こ
と
な
く
治
療
が

終
了
す
る
こ
と
か
ら
希
望
者
も
多
く

来
院
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
県
内

で
実
施
で
き
る
の
が
当
院
の
み
で
あ

る
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

わ
れ
わ
れ
小
児
歯
科
医
は
子
ど

も
の
み
な
ら
ず
広
く
国
民
の
期
待

に
も
添
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
康

も
支
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
小
児
歯
科
学
講
座　

教
授　

大
須
賀
直
人
）

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来

使
用
し
て
き
た「
口
腔
ケ
ア
」と「
口

腔
健
康
管
理
」
を
峻
別
し
、
新
し
い

時
代
に
あ
っ
た
用
語
の
使
用
と
実
践

に
向
け
て
の
方
向
性
を
示
す
た
め
に

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
企
画
さ
れ
た
。

　

吉
成
教
授
は
、
高
齢
者
で
問
題
と

な
る
高
度
に
進
行
し
た
歯
周
疾
患
は
、

幼
児
期
か
ら
成
人
期
に
お
け
る
し
っ

か
り
と
し
た
歯
周
治
療
に
よ
り
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
・
悪
化
が
抑
制
さ

れ
、
高
齢
期
で
の
歯
周
病
の
予
防
あ

る
い
は
発
症
を
遅
延
で
き
、要
支
援
、

要
介
護
予
防
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
今
後
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア

プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
歯
周
治
療
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
解
説

し
た
。

歯
科
衛
生
士
・
村
田
あ
ゆ
み
先
生
を
講
師
に
迎
え

歯
科
衛
生
士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

６
月
21
日
（
金
）、
22
日
（
土
）
の

両
日
、
当
院
の
歯
科
衛
生
士
を
対
象

に
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
歯
科
衛
生
士

の
村
田
あ
ゆ
み
先
生
を
お
迎
え
し
、

２
日
間
で
12
人
の
歯
科
衛
生
士
が
約

３
時
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
た
。

　

村
田
先
生
は
、
広
島
県
で
開
業
さ

れ
て
い
る
横
山
隆
道
先
生（
４
期
生
）

の
も
と
で
歯
科
衛
生
士
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
知
識
を
深
め
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
看
護
師
免
許
を

取
得
さ
れ
、
現
在
は
子
育
て
を
し
な

が
ら
正
看
護
師
と
し
て
病
院
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
前
半
で
は
歯
科
医

院
で
実
践
さ
れ
て
い
た
患
者
接
遇
や

診
療
の
流
れ
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
事
項
等
に
つ
い

て
、
実
際
に
横
山
歯
科
医
院
で
使
用

さ
れ
て
い
る
貴
重
な
ス
ラ
イ
ド
を
交

え
な
が
ら
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
後
半
は
、
歯
科
治
療
に
お
け

る
患
者
教
育
の
重
要
性
や
実
際
の
取

り
入
れ
方
に
つ
い
て
、
位
相
差
顕
微

鏡
を
用
い
た
動
機
づ
け
の
実
習
を
交

え
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
禁
煙
指
導
の
進

め
方
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た

め
の
勉
強
法
な
ど
、
実
際
に
患
者
さ

実習で指導する村田先生（左）

ん
を
担
当
す
る
上
で
生
じ
る
疑
問
点

に
つ
い
て
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
一

シンポジウムで講演した吉成教授

松
濤
祭
実
行
委
員
会

御
殿
場
桜
を
植
樹

　

松
濤
祭
実
行
委
員
会
は
４
月
26
日

（
金
）、
第
34
回
大
学
祭
の
開
催
を
記

念
し
て
、「
御
殿
場
桜
」
を
中
庭
の

東
屋
の
東
側
に
植
樹
し
た
。

　

淡
紅
色
の
御
殿
場
桜
の
花
弁
は
通

常
５
枚
で
、
多
く
の
花
を
咲
か
せ
る

の
が
特
徴
。
ま
た
、６
月
１
日
（
土
）

に
は
実
行
委
員
18
人
の
氏
名
が
刻
ま

れ
た
桜
名
称
プ
レ
ー
ト
が
取
り
付
け

ら
れ
た
。

植
樹
し
た
記
念
樹
の
「
御
殿
場
桜
」
と

松
濤
祭
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

　

本
学
会
に
は
本
学
の
地
域
連
携
歯

科
学
講
座
か
ら
２
題
、
歯
科
保
存
学

講
座
か
ら
１
題
の
演
題
も
発
表
さ
れ

た
。
歯
科
医
療
が
従
来
の
治
療
か
ら

予
防
と
管
理
、
さ
ら
に
口
腔
健
康
か

ら
全
身
健
康
へ
変
化
し
、
基
礎
疾
患

を
も
た
な
い
患
者
の
歯
・
歯
周
組
織

を
対
象
と
し
た
健
常
者
型
治
療
か

ら
、
治
療
の
リ
ス
ク
・
難
度
の
増
加

し
た
高
齢
者
型
治
療
へ
と
変
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
こ

の
分
野
へ
は
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
須
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

（
歯
科
保
存
学
講
座　

助
教　

中
村 

卓
）

ポスター発表を行った筆者

歯
学
体
い
よ
い
よ
開
幕

上
位
成
績
に
期
待
高
ま
る

第51回全日本歯科学生総合体育大会夏期部門日程（本学が出場する部門のみ掲載）

月
　　

日部　門　名

7
／
30
㈫

31
㈬

8
／
1
㈭

　
　
2
㈮

3
㈯

4
㈰

5
㈪

　

6
㈫

7
㈬

8
／
8
㈭

／
9
㈮

　

10
㈯

会 　 場 　 名

硬 式 野 球（朝日大学歯学部） ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ 岐阜ファミリーパーク、長良川球場
関市民球場、大野レインボースタジアム

準硬式野球（九州大学歯学部） ● ● ● ● ▲ 5 ～７日 雁ノ巣球場、汐井球場、今津球場
8 ～９日 汐井球場、今津球場、春日球場

硬 式 庭 球（福岡歯科大学） ● ● ● ● ● ● 白子町営テニスコート

サ ッ カ ー（福岡歯科大学） ● ● ● ● ● 大津町運動総合公園

ゴ  ル  フ（福岡歯科大学） ● ● ● ザ・クラシックゴルフ倶楽部

バドミントン（福岡歯科大学） ● ● ● ● ● 福岡市総合体育館

バスケットボール（福岡歯科大学） ● ● ● ● ● 3 ～ 4 日 粕谷町総合体育館
5 ～ 7 日 久留米アリーナ

剣　　　道（福岡歯科大学） ▲ ● ● 江戸川区総合体育館

弓　　　道（日本大学松戸歯学部） ● ● ● ● 明治神宮武道場至誠館

日 本 拳 法（松本歯科大学） ● ● 松本歯科大学体育館

陸 上 競 技（松本歯科大学） ▲ ● 松本平広域公園陸上競技場

水　　　泳（鹿児島大学歯学部） ▲ ● ● 鹿児島市鴨池公園水泳プール

《開会式：7 月 30 日（火）、閉会式：8 月 10（土）》　　● : 試合日、　▲ : 練習日 ･ 予備日等

　

第
51
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体

育
大
会
夏
期
部
門
は
、
福
岡
歯
科

大
学
の
事
務
主
管
に
よ
り
７
月
30
日

（
火
）
か
ら
８
月
10
日
（
土
）
ま
で
の

日
程
で
開
催
さ
れ
る
。

　

夏
期
種
目
23
部
門
の
う
ち
陸
上
競

技
部
門
と
日
本
拳
法
部
門
は
本
学
が

主
管
す
る
。
本
学
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
の
は
硬
式
野
球
、
剣
道
、
ゴ
ル

フ
、
弓
道
、
水
泳
な
ど
の
12
部
門
。

　

全
員
が
団
結
し
て
昨
年
を
上
回
る

成
績
に
期
待
が
高
ま
る
。
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Economic News 内外の経済　7月30日付

▲

株価 東京外国為替相場と各国定期預金金利
� （3カ月物）日本 　21,755.06円

米国 　27,221.35ドル 米ドル 109.84円 0.20％▲

金地金店頭価格�（消費税込み） 英ポンド 133.46円 0.10％
売り（１グラム） 5,420円 スイスフラン 110.74円 0.01％
買い（１グラム） 5,335円 ユーロ 122.22円 0.01％▲

白金地金店頭価格�（消費税込み） タイバーツ 3.61円 0.10％
売り（１グラム） 3,419円 日本円 ——— 0.01％
買い（１グラム） 3,290円 （SMBC 信託銀行ＨＰ等より）

ミ
シ
ガ
ン
大
学
・
三
品
裕
司
教
授
が
講
演

「
骨
リ
モ
デ
リ
ン
グ
制
御
機
構
の
新
た
な
側
面
」

大学院セミナー

講師にお迎えした三品先生

　

５
月
17
日
（
金
）、
米
国
・
ミ
シ

ガ
ン
大
学
歯
学
部
生
命
材
料
科
学
科

発
生
遺
伝
学
研
究
室
の
三
品
裕
司
教

授
を
お
迎
え
し
、
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。

　

骨
の
恒
常
性
を
保
つ
た
め
に
骨
形

成
と
骨
吸
収
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
重

要
で
あ
る
。
骨
形
成
因
子
B
Ｍ
Ｐ
は

骨
芽
細
胞
お
よ
び
破
骨
細
胞
の
分
化

促
進
と
機
能
亢
進
に
重
要
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
き
た
。
三
品
教
授
ら

は
、
遺
伝
子
欠
損
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を

７
月
30
日
㈫
～
10
日
㈯

　
第
51
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体
育
大
会
夏
期
部
門

１
日
㈭
～
16
日
㈮

　

夏
季
休
業
（
大
学
院
）

４
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

19
日
㈪

　

後
期
授
業
開
始
（
第
４
学
年
）

25
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

27
日
㈫
～
９
月
３
日
㈫

　

定
期
試
験
（
第
１
～
３
学
年
）

28
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

〔
退
職
〕　　
　

６
月
30
日
付

　

芋
田　

春
佳�

（
臨
床
検
査
室
視
能
訓
練
士
）

　

郷
津　

美
佳�

（
看
護
師
室
看
護
師
）

　

橋
本　

桂
子�

（
看
護
師
室
看
護
師
）

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

ＡＯ 入 試（Ⅰ期）
試 験 日　9月14日㈯

出願期間　8月26日㈪～9月11日㈬

公
衆
衛
生
学
講
座

教
授
　
山
賀
　
孝
之

山賀 孝之教授　略歴
1997 年 ３月　新潟大学歯学部　卒業
2001 年 ３月　新潟大学大学院（予防歯科学）　修了
2001 年 ４月　新潟大学歯学部付属病院（予防歯科）医員
2002 年 ２月　新潟大学付属病院（予防歯科）助手
2007 年 ４月　新潟大学医歯学総合病院（予防歯科）助教
2012 年 ４月　新潟大学医歯学総合病院（予防歯科）講師
2019 年 ７月　松本歯科大学歯学部公衆衛生学講座　教授

新
教
授
紹
介�

（
２
０
１
９
年
7
月
１
日
付
就
任
）

第40回校友会総会
実習館・体育館耐震化工事に対し

8000万円の助成を決定

　

七
夕
祭
り
の
行
わ
れ
た
７
月
６
日

（
土
）、
群
馬
県
支
部
総
会
が
前
橋
市

の
ホ
テ
ル
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
本
学
障
が
い
者

歯
科
学
講
座
に
６
年
間
在
籍
さ
れ
て

い
た
、
常
務
理
事
の
牧
井
覚
万
先
生

（
29
期
生
）
に
よ
る
摂
食
嚥
下
の
講

演
が
開
催
さ
れ
、
食
べ
る
機
能
・
口

腔
ケ
ア
の
専
門
家
と
し
て
安
全
な
摂

食
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
熱
い
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
参
議
院
選
で
“
ひ
が 

な
つ
み
”
先
生
を
群
馬
県
支
部
一
同

で
応
援
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
相
談
役
の
蟻
川
篤
則
先
生

（
４
期
生
）
よ
り
日
学
歯
就
学
時
健

康
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
・
う
蝕

多
発
傾
向
者
に
つ
い
て
ご
説
明
が
あ

群馬県支部会員の先生方

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、芝 
規
良
先
生（
32
期
生
・

吾
妻
郡
）
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
執
行
部
は
支
部
長
・
島
村 

修

（
11
期
生
）、
副
支
部
長
・
小
林
弘
明

（
11
期
生
）、
専
務
理
事
・
増
田
康
展

（
19
期
生
）、
常
務
理
事
・
牧
井
覚
万

と
な
り
、
校
友
会
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

（
群
馬
県
支
部　

専
務
理
事 

19
期
生　

増
田
康
展
）

用
い
骨
芽
細
胞
で
の
Ｂ
Ｍ
Ｐ
シ
グ
ナ

ル
が
破
骨
細
胞
分
化
に
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｐ
シ

グ
ナ
ル
を
破
骨
細
胞
特
異
的
に
遮
断

し
た
と
こ
ろ
、
破
骨
細
胞
の
分
化
が

低
減
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
骨
芽

細
胞
分
化
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
。

　

今
回
、
三
品
教
授
ら
は
、
破
骨
細

胞
は
、
そ
の
分
化
の
過
程
で
ト
ン
ネ

リ
ン
グ
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

こ
の
た
び
公
衆
衛
生
学
講
座
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
山
賀
孝
之

と
申
し
ま
す
。
学
内
お
よ
び
校
友
の

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
新
潟
大
学
歯
学
部
を
卒
業

し
、
同
大
の
予
防
歯
科
学
講
座
の
大

学
院
を
経
て
教
員
と
し
て
従
事
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
主

に
歯
科
疾
患
の
疫
学
研
究
で
、
教
室

の
基
幹
研
究
で
も
あ
っ
た
長
期
コ
ホ

ー
ト
調
査（
新
潟
高
齢
者
ス
タ
デ
ィ
）

に
一
貫
し
て
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
公
衆
）
衛
生
学
は
、
多

く
の
私
立
大
学
や
一
部
の
国
立
大
学

で
は
基
礎
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

予
防
歯
科
は
臨
床
講
座
で
独
立
し
た

診
療
科
も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
わ
が
国
初
の
口
臭
外
来
の
開
設

に
携
わ
り
、
診
療
と
と
も
に
簡
易
型

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
や
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
開
発
・
臨
床

試
験
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

　

衛
生
学
・
予
防
歯
科
学
は
、
社
会

の
予
防
医
学
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
そ
の
重
要
さ
は
増
し
て

き
て
お
り
国
家
試
験
問
題
の
中
で
も

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

学
生
さ
ん
か
ら
見
た
ら
地
味
な
分
野

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
講
義
を
通
し

て
何
が
重
要
な
の
か
を
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、専
門
で
あ
る
疫
学
研
究
は
、

研
究
モ
デ
ル
を
一
朝
一
夕
に
構
築
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
将
来
的
に

は
長
寿
県
と
し
て
名
高
い
こ
こ
長
野

県
に
お
い
て
、
口
腔
領
域
か
ら
長
寿

に
関
わ
る
要
因
分
析
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

浅
学
・
若
輩
の
身
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
７
月
５
日

　

影
山　

徹�

（
育
成
期
口
腔
診
療
部
門
（
矯
正
歯
科
）
准
教
授

大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科　
　
　
　
　
　
　
　

硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
准
教
授　
　
　

）

世
界
舌
側
矯
正
歯
科
学
会
専
門
医

〔
契
約
満
了
〕　

６
月
30
日
付

　

小
笹
友
生
奈�

（
診
療
助
手
（
常
勤
職
員
））

　

武
内　

啓
祐�

（
診
療
助
手
（
常
勤
職
員
））

　

丸
山　

安
紀�

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

　

丸
山　

由
美�

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

〔
採
用
〕　　
　

７
月
1
日
付

　

山
賀　

孝
之�

（
教
授
（
歯
学
部
公
衆
衛
生
学
講
座
））

　

百
瀬　

寛
子�

（
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

総
会
お
よ
び
学
術
講
演
会
を
開
催

令
和
元
年
に
新
執
行
部
が
始
動

――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News

と
い
う
ア
ク
チ
ン
か
ら
な
る
突
起
を

形
成
し
、
破
骨
細
胞
同
士
が
Ｔ
Ｎ
Ｔ

を
介
し
て
相
互
作
用
す
る
こ
と
が
破

骨
細
胞
の
分
化
、
融
合
、
活
性
化
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
た
。
ま
た
、
共
存
培
養
系
に

お
い
て
、
破
骨
細
胞
は
分
化
の
進
ん

だ
骨
芽
細
胞
と
Ｔ
Ｎ
Ｔ
を
介
し
て
相

互
作
用
を
行
い
、
骨
芽
細
胞
に
細
胞

死
を
惹
起
す
る
と
い
う
新
し
い
知
見

を
得
た
。
こ
の
実
験
結
果
は
、
骨
リ

モ
デ
リ
ン
グ
が
進
行
す
る
際
に
破
骨

細
胞
が
骨
吸
収
を
行
っ
て
い
る
場
所

で
は
骨
形
成
が
抑
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
骨
吸
収
が
終
了
す
る
と
、
破
骨

細
胞
か
ら
の
何
ら
か
の
分
泌
因
子
に

一 日 体 験 入 学
① 8月 4日㈰　② 8月25日㈰
③ 9月 1日㈰　④ 9月23日（月・祝）

※8 ～ 9月開催分のみ掲載
開催時間 9：45～15：00（受付 9：15～）

●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習 ●入試説明 ●進学相談 など
※参加希望の方は、本学ホームページまたは下記までご連絡ください

■お問い合わせ■

群
馬
県
支
部

　

６
月
16
日
（
日
）、
第
40
回
松
本

歯
科
大
学
校
友
会
総
会
が
本
学
キ
ャ

ン
パ
ス
イ
ン
１
０
１
教
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
矢
ヶ
﨑 

雅
会
長
（
１

期
生
）
を
は
じ
め
本
部
役
員
お
よ
び

台
湾
支
部
を
含
む
32
支
部
の
理
事
・

評
議
員
、
総
勢
88
人
が
参
集
し
た
。

５
人
の
物
故
者
の
黙
祷
を
行
っ
た
後
、

校
歌
斉
唱
し
、
議
長
に
松
田
泰
明
副

会
長
（
２
期
生
）、
副
議
長
に
武
田 

淳
評
議
員
（
京
都
府
支
部
長
・
４
期

生
）
を
選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算

報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
が
承
認
さ
れ
、
歯
科
医
師
国
家

試
験
合
格
を
目
指
し
た
在
学
生
の
教

育
支
援
事
業
の
推
進
継
続
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
矢
ヶ
﨑 

雅
会
長
が
再
任

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
校
友
会 

実
習
館
・
体
育

館
耐
震
化
工
事
助
成
委
員
会
（
宇
田

川
信
之
委
員
長
（
10
期
生
）、
山
田

幸
治
副
委
員
長
（
１
期
生
））
か
ら
の

答
申
が
行
わ
れ
、
実
習
館
・
体
育
館

の
耐
震
化
工
事
に
対
し
て
校
友
会
か

ら
の
助
成
の
根
拠
と
説
明
が
な
さ
れ

た
。
耐
震
化
工
事
は
、
学
生
の
み
な

ら
ず
職
員
や
大
学
病
院
来
院
患
者
の

生
命
を
守
り
、
地
域
住
民
の
避
難
施

設
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
鑑
み
、
校
友
会
か
ら
大
学
へ
の

８
０
０
０
万
円
の
助
成
が
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
校
友
会
へ
の
会
員
か
ら

の
寄
附
に
つ
い
て
、
今
後
周
知
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

校
友
会
前
日
に
は
、
各
支
部
主
催

の
在
学
生
を
囲
む
会
が
催
さ
れ
、
学

生
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
た
。
今
回
、

新
支
部
長
と
し
て
、島
村 

修
先
生（
群

馬
県
・
11
期
生
）、門
脇
敬
二
先
生（
広

島
県
・６
期
生
）、宮
澤
英
二
先
生（
滋

賀
県
・７
期
生
）、宮
脇
守
男
先
生（
香

川
県
・８
期
生
）、樋
口
哲
也
先
生（
山

梨
県
・６
期
生
）、鈴
木
康
次
先
生（
愛

知
県
・
３
期
生
）
が
参
加
さ
れ
た
。

　

今
後
さ
ら
な
る
校
友
会
活
動
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
。

（
学
術
常
務
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

歯
学
部
長
・
学
生
部
長　

宇
田
川
信
之
）

よ
り
骨
芽
細
胞
の
分
化
が
亢
進
し
骨

形
成
が
始
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

骨
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
機
構
の
解
明
を
目

指
す
研
究
の
ま
す
ま
す
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。

（
口
腔
生
化
学
講
座　

教
授　

宇
田
川
信
之
）

　

歯
科
業
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ガ
ジ
ン
「Dentalism

（
デ
ン
タ

リ
ズ
ム
）」
に
、
松
本
市
四
賀
地
区
で

開
業
し
て
い
る
中
島
潤
子
先
生
（
10

期
生
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ

れ
、
高
齢
化
率
が
47
％
を
超
え
る
地

元
で
の
診
療
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
。

　

デ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
歯
科
材
料
通
販

大
手
の
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル
社
の
カ
タ

ロ
グ
と
一
緒
に
全
国
の
歯
科
医
院
や

病
院
、
歯
科
関
連
事
業
者
に
８
万
部

を
送
付
し
て
い
る
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

で
、
中
島
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

掲
載
さ
れ
た
の
は
２
０
１
９ 

Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ 

35
号
の
「
歯
談
・
食
談
」。

歯
科
と
食
の
未
来
を
み
つ
め
る
酒
飲

み
宝
談
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ

ー
な
ど
の
飲
食
店
で
料
理
や
酒
を
楽

し
み
な
が
ら
聞
き
手
と
の
対
談
形
式

で
行
わ
れ
る
。

　

中
島
先
生
は
地
域
の
健
康
寿
命
延

伸
の
た
め
に
行
っ
て
き
た
こ
と
や
、

自
身
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
に
在
学

中
で
多
く
の
学
び
を
得
た
こ
と
な
ど

を
幅
広
く
話
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
４
月
に
本
学
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
雷
鳥
」
に
て

行
わ
れ
、
信
州
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
コ
ー
ス
料
理
や
、
大
学

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｍ
Ｄ
Ｕ
ワ
イ
ン
な
ど

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
対
談
す
る
様

子
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
渡
辺
孝

貴
シ
ェ
フ
や
料
理
の
数
々
も
写
真
つ

き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
歯

談
・
食
談
が
大
学
内
で
行
わ
れ
る
の

は
今
回
が
初
め
て
。

　

デ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
同
誌
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

http://www.dentalism
.jp/

掲載誌を持つ中島先生

10
期
生
・
中
島
潤
子
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
歯
談
・
食
談
」

歯
科
雑
誌
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
掲
載

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

全会一致で再任された矢ヶ﨑 雅会長（左）


